













水分解性 タンニンは， gallotanninやellagitanninなどのサブタイプに分類される. Ellagitannin 
類は，抗酸化作用だけでなく，抗腫蕩作用を有するものも報告されており，構造的には，特徴
的な軸不斉ピフェニ ル構造を有する hexahydroxydiphenoyl (HHDP）基，あるいは valoneoyl
基 を持つことから，化学合成の面でも注目を 集めている． 今回，本プロジェクトでは，
valoneoyl基を有するより複雑な ellagitannin類の一つである isorugosin Bの合成を目指し
た（Fi伊re 1) 






Valoneoyl group lsorugosin B 
一方，すでに我々は， valoneoyl誘導体である凶methyl octa・0圃metylvalonateの不斉合成を
達成している. (Scheme 1) 
Isorugosin Bを合成する際には，valoneoyl部の糖への結合，および脱メチル化について検
討が必要で、あるため、 この問題を解決すべく本研究に取り組んだ．














































しなければならない。 従って、 Scheme lで示した（め－trimethyl octa・0・methylvalonate中の三
か所のメチルエステル基をそれぞれ区別する必要があった。 そこで、 Scheme 2のように








に続く立体選択的ラク トン開環反応は円滑に進行し、 光学活’段valoneic acid誘導体が合成さ
れた。
一方、糖部分は、グルコースより4,6位が無保護の化合物へと誘導されたものを用意した。




Scheme 2. Synthesis of all-methylated isorugosin B 
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2) AcOH, THF/H20 
OMe 
80% (2 steps) O 
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600MHz NMR装置 計1 0時間程度使用。
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